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任意の自然数 nについて 12 na と予想できるので、数学的帰納法で示す。 

1n のとき成立。 

kn  のとき 12 ka と仮定すると 1221212
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したがって 1 kn でも成立。 )1(12 ≧nan   ……(答) 
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a  032 a であるから不適。 
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※理系□2 の(2)までと共通。 


